
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区長記者会見 

2024 年１月 31 日 №175 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞 2024 年１月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

の
拡
幅
整
備
、
突
出
し
た
電
柱
の
移
設

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

教
育
・子
ど
も
の
た
め
の
予
算 

 

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
は

新
年
度
も
継
続
さ
れ
、
新
た
に
私
立
や

国
立
に
通
う
児
童
生
徒
も
無
償
化
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
都

の
補
助
が
始
ま
る
予
定
の
た
め
、
区
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

党
区
議
団
が
求
め
て
き
た
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
教
育
相
談
体

制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
部
活
動
指
導
員

等
の
配
置
を
拡
充
し
、
教
員
の
負
担
軽

減
に
繋
げ
ま
す
。
学
校
ト
イ
レ
の
様
式

化
も
計
画
を
前
倒
し
て
進
め
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条

例
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
基
本

方
針
も
策
定
す
る
予
定
で
す
。 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立
し
な
い

よ
う
、
相
談
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
ま

す
。
実
態
調
査
を
行 

い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用 

し
た
相
談
の
実
証
実 

験
を
始
め
ま
す
。 

 

 

１
月
３
１
日
、
岸
本
区
長
は
記
者
会
見
を
行
い
、
能
登
半
島
地
震
の
支
援
を

開
始
し
た
こ
と
や
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算(

案)

等
を
発
表
し
ま
し
た
。 

災
害
対
策
、
く
ら
し
・
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
予
算
編
成
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X（旧 Twitter）ID 

高
齢
者
福
祉
・介
護
へ
の
支
援 

 

高
齢
者
支
援
で
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ケ
ア
２
４
」
の
運
営
事

業
者
へ
の
財
政
支
援
の
強
化
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
法
定
研
修
費
の

助
成
を
開
始
し
ま
す
。 

区
で
働
く
人
の
処
遇
改
善
へ 

区
の
事
業
を
請
け
負
う
労
働
者
の

処
遇
を
改
善
し
ま
す
。
公
契
約
条
例

の
労
働
報
酬
下
限
額
を
８
・
１７
％
引

き
上
げ
る
こ
と
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
を
開
始
す
る

な
ど
給
与
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
働
く
者
の
賃
金
が
上
が
ら

な
い
な
か
、
区
が
賃
上
げ
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て 

 

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
を
目
指
し
、
区
本
庁
舎
で

使
用
す
る
電
力
を
１
０
０
％
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
、
気
候
区
民
会
議

も
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。 

新
た
に
南
荻
窪
３
丁
目
に
「
い
こ

い
の
森
」
を
整
備
を
進
め
ま
す
。 

予
算
審
議
は
３
月
５
日
か
ら 

 

新
年
度
の
予
算(

案)

を
審
査
す
る

予
算
特
別
委
員
会
は
３
月
５
日
～
１

５
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
傍
聴
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

被
災
地
支
援
を
継
続
的
に 

岸
本
区
長
は
会
見
の
始
め
に
、
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
と
し

て
、
石
川
県
七
尾
市
に
水
や
非
常
食

等
の
支
援
物
資
を
提
供
、
区
教
職
員

住
宅
へ
被
災
者
の
受
入
れ
、
保
健
師

の
職
員
６
名
を
派
遣
し
た
と
発
表
し

ま
し
た
。
党
区
議
団
は
被
災
地
支
援

の
強
化
を
申
し
入
れ
て
お
り
、
迅
速

に
対
応
を
し
た
こ
と
は
重
要
で
す
。 

杉
並
で
の
災
害
対
策
も
強
化
へ 

今
、
区
民
の
一
番
の
関
心
で
あ
る

防
災
対
策
も
強
化
の
方
向
で
す
。
具

体
的
に
は
防
災
備
蓄
の
充
実
、
建
物

の
耐
震
化
・
不
燃
化
、
狭
あ
い
道
路

の 

 



   

保険料の値上げやめ引き下げを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野垣あきこ地域 

 

２
月
１
日
は
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の

創
刊
日
で
す
。
今
か
ら
９
６
年
前
の

１
９
２
８
年
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。 

当
時
は
絶
対
主
義
的
天
皇
制
の
も

と
、
日
本
共
産
党
の
活
動
は
非
合
法

で
し
た
が
、
赤
旗
は
な
ん
と
軍
隊
の

中
で
も
読
ま
れ
て
い
た
の
だ
と
か
！ 

ま
た
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
な
っ
て

も
何
度
も
弾
圧
を
受
け
、
発
行
不
能

に
な
り
な
が
ら
も
、
国
民
の
立
場
で

真
実
を
報
道
し
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

最
近
で
は
自
民
党
の
派
閥
の
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
問
題
や
桜
を
見
る
会 

   

な
ど
、
赤
旗
な
ら
で
は
の
ス
ク
ー
プ

を
報
道
。
い
わ
ゆ
る
「
調
査
報
道
」
を

行
う
メ
デ
ィ
ア
が
減
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
今
、
日
本
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

読
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
の
赤

旗
の
魅
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
？
週
末

に
家
族
で
読
め
る
日
曜
版
、
通
勤
電

車
の
中
で
は
ち
ょ
っ
と
読
み
に
く

い
？(

笑)

な
ど
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
２
月
１１
日
の

新
春
の
つ
ど
い
で
は
赤
旗
記
者
が
語

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

郵便振替 口座番号  

００１７０－９－１４０３２１ 

加入者名  

日本共産党災害募金係 

通信欄に[能登募金]と記載のこと。 

能登半島地震救援募金 
にご協力をお願いします。 

値
上
げ
の
最
終
案
が
示
さ
れ
る 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
７
５
歳
以
上
高
齢
者
の
令
和

６
・
７
年
度
の
２
年
間
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
現
行
１
人
あ
た
り
年
間
１
０
万

４
，
８
４
２
円
か
ら
６
，
５
１
４
円
値

上
げ
し
、
１
１
万
１
，
３
５
６
円
と
す

る
「
最
終
案
」
を
示
し
ま
し
た
。 

大
幅
値
上
げ
の
要
因
は
、
７
５
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
の
人
口
と
医
療
費

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
保
険
料
引

き
上
げ
に
跳
ね
返
る
と
い
う
構
造
的

欠
陥
に
加
え
、
出
産
育
児
一
時
金
の
拡

充
の
財
源
の
一
部
を
新
た
に
後
期
高

齢
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
や
、
財
源
構 

募金は中央委

員会を通じて

全額を被災地

と被災した自

治体への支援

に充てます。 

成
に
占
め
る
後
期
高
齢
者
負
担
率

を
、
今
年
度
１１
・
７２
％
か
ら
来
期

１２
・
６７
％
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
岸

田
政
権
に
よ
る
高
齢
者
へ
の
負
担
増

政
策
に
よ
る
も
の
で
す
。 

党
議
員
の
２
名
で
申
し
入
れ 

１
月
１
９
日
、
日
本
共
産
党
の
都

広
域
連
合
議
会
議
員
の
く
す
や
ま
美

紀
区
議
と
多
摩
市
の
小
林
憲
一
市
議

は
、
吉
住
健
一
広
域
連
合
長
（
新
宿
区

長
）
あ
て
に
、
保
険
料
値
上
げ
を
や
め

引
き
下
げ
る
よ
う
、
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。 

 
申
し
入
れ
で
「
保
険
料
の
大
幅
値

上
げ
は
、
物
価
高
騰
と
年
金
削
減
に

あ
え
ぐ
高
齢
者
に
さ
ら
な
る
痛
み
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
。
剰
余
金
の
活

用
や
、
都
に
も
支
援
を
求
め
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
で
値
上
げ
を
抑
え
る

べ
き
」「
国
に
７
５
才
歳
以
上
高
齢
者

負
担
率
の
引
き
下
げ
を
求
め
よ
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

応
対
し
た
都
広
域
連
合
の
総
務
部

長
は
「
国
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
声

を
あ
げ
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

保
険
料
値
上
げ
の
「
最
終
案
」
に
つ

い
て
は
、
１
月
３
１
日
に
開
催
さ
れ

る
広
域
連
合
議
会
定
例
会
で
審
議
さ

れ
ま
す
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▲申し入れするくすやま議員と小林議員（正面左） 

２月１１日(日)15：45～ 
井草地域区民センター 
参加費５００円 

自民党裏金問題と能登半島地震取材レポ 

お話 しんぶん赤旗 田中智己記者 

 


